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海の森づくりニュースレター2012.007号を発行する運びとなり、当協会の運動・活動にご支援・ご協力をいただいている皆様方にこ
の場をお借りして心から御礼を申し上げます。尚、読者の皆様方からのご寄稿をお待ちしております。海の森づくりに関わる情報、
地域の活動の模様などを下記編集部宛にお寄せいただければ幸いです。
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残暑御見舞い申し上げます。

お蔭様で平成24年に入ってから、５月には、多摩川河口

の干潟観察会と観音崎博物館での磯の海藻観察会、そし

て６月の総会並びに第９回海の森づくりシンポジウム「生

物多様性と海の森づくり―海の森づくりの社会貢献―」も

盛会裡に終えることができました。

ご支援・ご協力をいただいた講演者・話題提供者の先

生方、又当協会役員・正会員・賛助会員の皆様方に厚く

御礼を申し上げます。

一方、ニュースレター前号で触れた新しい公共の場づ

くりのためのモデル事業として始まった「秋田県の海の森

づくり」の現況について述べさせていただきます。平成23

年度は大きな期待を集めて、順調に進んでおりましたが、

去る４月４日に爆弾低気圧に見舞われ、男鹿の養殖施設は

１部を除きほぼ壊滅状態となりました。そして当該プロジ

ェクト関連コンブ養殖施設はほぼ全滅でした。その為、

男鹿の海　森づくり推進協議会も大きな壁に直面しまし

た。前進すべきかストップして平成24年分の助成金を返

上すべきかが検討され、結論としてベストを尽くして前進

することになりました。秋田県でも期待されているプロジ

ェクトだけに今後の失敗は許されません。

そこで、事務費を大幅にカットし、協力いただいている

漁業者・男鹿市・男鹿海洋高校・秋田県水産振興センタ

ー・海藻加工業者・その他協議会メンバーとの意見交換

を活発化し、施肥試験調査や料理コンテストなど継続で

きるものは、修正を加えた上で継続しています。去る６

月19日と23日には現場での施肥試験調査を４地区で行い、

８月４日には、試験外の戸賀湾で採れた養殖コンブを使っ

た料理コンテストを行いました。その他、６次産業化に向

けた動きが以下のように芽生えております。

・１漁業者が、地域活性化の一環として、男鹿の廃屋

を修理し、加工場を建設中。

・１加工業者（元船主）は、息子を漁業後継者として呼

び戻し、海藻養殖にも従事させ、地域活性化も視野

に入れて加工会社の拡大策を模索中。

・男鹿の海藻の加工業者は、漁業者側で１次生産に天

日乾燥程度の手を加えてくれれば、幾らでも海藻を買

い取りたいといっている。良いところを食用として使

い、余ったものを餌として使えば、100％活用でき、平

均単価をあげる事ができると助言。

・大日本水産会と日本水産資源保護協会が取り組んで

いるMEL（マリン・エコラベル・ジャパン：消費者に

水産資源の持続的利用や海洋生態系の保全活動へ

の積極的参加を促進する制度）は、秋田県のハタハ

タと定置をMELに載せられないかと検討中。

・県北八森に４年後アワビ200万個の生産を目指す日本

白神水産株式会社が設立され、餌としてのコンブの

供給（年間360t）を秋田県に期待（秋田県の現生産量

は、養殖ワカメ約80t、養殖コンブ１t）。

・県南道川でも漁業者はコンブ養殖検討中。

起死回生の抜本策に期待する漁業者との密接なコミュ

ニケーションが重要となっており、あらゆる可能性を検討中。

乞う、ご期待！

ホームページ　http://www.kaichurinn.com

ご挨拶と秋田の海の森づくりの現状1. 代表理事　松田惠明1. ご挨拶と秋田の海の森づくりの現状 代表理事　松田惠明
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1．日　時 2012年　6月2日（土）

理事会・総会　11:55～13:30時

2．会　場 港区港南4-5-7 東京海洋大学　楽水会館

小会議室　

3．出席者 計16名（内理事*：９名）：書面表決者

計32名（内理事*：13名）

総計16+32＝48名／78名（内理事９+13=22

名／26名）

4．議案書の修正

議事に先立って議案書に訂正個所があり修正された。

5．審議事項

（1）総会参加者数および総会議長選出の件

定期理事会参加者９名、書面表決書提出理事13名、

合計22名の出席、理事総数26名。同時に開催された定

期総会には、参加正会員数16名、書面表決提出正会員

32名、合計48名の出席数となり、正会員総数78名の過

半数に達し、定款第25条定足数の規定により、理事

会・総会は成立することが確認された。定期理事会・

総会の議長には、定款第24条の規定により松田代表理

事が指名され承認された。

（2）議事録署名人の選任の件

定款第28条の規定により、定期理事会・総会におい

ては、藤野幹事長及び堀田理事が議事録署名人に選任

された。

（3）第１号議案　2011年度事業報告　

事務局より、前年度から引き続き実施されている下

記の7項目の事業が今年度も具体的に実施された旨報告

があり、了承された。

3.1 海の森づくり支援：種糸の斡旋｢こんぶ種糸100m

運動｣、40か所・18,000m（昨年比10,000m増）

¥3,616,750：海洋施肥試験は秋田で６箇所、施肥

斡旋は長崎県１箇所で施肥材の扱い量は計７ト

ン：宮古市重茂漁協への支援：寄付金¥327,758円

+顕微鏡一式贈呈

3.2 海の森づくり研究普及：「MPアグロジャーナル」

など各種研究・投稿等を実施した。

3.3 生産物の利活用：利活用方法の検討

3.4 二酸化炭素固定化評価：日大堀田研究室

3.5 環境教育イベント：7月19日、東京海洋大　｢海の

記念日｣イベントの一環として海藻おしば体験教室

を約160名の参加者を迎えて実施

3.6 循環型社会構築への貢献：９月３－４日に海の森

づくりシンポジウムVIII「東京湾の環境と魚たちー

今・昔―」の開催、参加者延べ約150名

3.7 連帯と広報：ニュースレター005号・006号の発行、

2.2. 2012年度第11回定期総会・理事会議事録（抄録）
2012年度
第11回定期総会・理事会議事録（抄録）

幹事長　藤野修二郎幹事長　藤野修二郎

第２号議案　2011年度決算報告
（2011年４月１日～2012年３月31日まで）

特定非営利活動法人　海の森づくり推進協会
（単位：円）

特定非営利活動法人　海の森づくり推進協会殿
〈2011年度監査報告〉

1．監査の種別：定例監査
2．監査の期間：2011年４月１日～2012年３月31日
3．監査の結果：2011年度決算について諸帳簿等を監査した結果、何
れも正確であることを証します。

2012年５月14日
監事　福田　勝治　印

科　　目 金　　額 適　　要
Ⅰ収入の部
1．入会金収入 13,000
2．会費収入
正会員 20.,000
賛助会員個人 35,000
賛助会員団体 60,000
特別賛助会員 400,000

入会金・会費収入計 711,000
3．寄付金
九二野村水産 50,000
全国たまご商業協同組合 13,839 エコポイント
緑書房印税 3,648 『海の森づくり』
個人 137,040

寄付金計 204,527
4．助成金・協賛金
鉢木和三他20件 615,000

助成金・協賛金計 615,000
5．事業収入
こんぶ種糸販売 3,616,750
冊子販売 64,000 『海の森づくり』
書籍販売 27,600 在庫書籍
シンポジウム参加費 66,000
シンポジウム懇親会費 12,000

事業収入計 3,786,350
6．雑収入
荷受料他 82,600 立替払いの受領額
預金利子 61

雑収入計 82,661
当期経常収入合計（A） 5,399,538

Ⅱ支出の部
1．事業費
（1）人件費
アルバイト 77,000 シンポジウム（学生）
（2）その他経費
こんぶ種糸購入 3,616,750
販売書籍原価 24,044

ニュースレター２部発行
製本印刷代 198,252
交通費 105,000
消耗品費 235,588
会費 63,000
参加費 10,200
通信費 7,580
会議費 56,345
雑費 84,636

事業費計 4,478,395
2．管理費
HP管理費 70,000 ホームページ改編
会議費 24,812
交通費 370,290
通信費 316,042
消耗品費 226,893
租税公課 2,000
新聞図書費 3,000
手数料 19,300

管理費計 1,032,337
当期経常支出合計（B） 5,510,732
当期収支差額（A－B）（C） －111,194
前期繰越額（D） 452,585
次期繰越額（C＋D） 341,391
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HPの充実、書籍の普及など会員となっている団

体：日本海藻協会・DFディレクトフォース・オイ

スカ・NPO事業サポートセンターなど；セミナー

参加：SOF海洋フォーラム、日本財団セミナーな

ど

2012年３月31日現在の海の森づくり推進協会の会員数：

正会員　　　　　：78名（内役員26名）

賛助会員個人　　：38名

賛助会員団体　　：７団体

特別賛助会員　　：４団体

ネットワーク会員：92名 + 54団体

計273名・団体　　

（4）第２号議案　2011年度活動決算報告

事務局から配布資料に基づき2011年度の活動決算報

告（経常収入合計￥5,399,538、経常支出合計￥5,510.732）

があり、了承された。また、監事から会計監査報告が

あり、了承された。

（5）第３号議案　2012年度事業計画　

事務局から配布資料に基づき、2012年度の事業計画

案が報告され、審議され、全員一致の賛成により議決

した。

５月５日の多摩川河口干潟観察会には12名が参加、

５月18日の観音崎海藻観察会には、22名が参加した。

７月海の日に企画していた海藻おしば体験教室は田中

研究室の都合（学内行事との重複のため）で中止。

（6）第４号議案　2012年度活動事業予算計画　

事務局から配布資料に基づき、2012年度の活動事業

予算計画案が報告され、審議され、弾力的に対応する

ことで、全員一致の賛成により議決した。経常収入合

計、￥4,497,000、経常支出合計、￥4,497,000

（7）第５号議案　2013年度事業計画

事務局から配布資料に基づき、2013年度の事業計画案

が報告され、審議され、全員一致の賛成により議決し

た。7.1 2.（5）干潟観察会及び海藻観察会は非常に充

実しているので、今後も現在の形で継続。 2013.5月実

施 予定とする。

（8） 第６号議案　2013年度活動事業予算計画

事務局から配布資料に基づき、2013年度の活動事業

予算計画案が報告され、審議され、全員一致の賛成に

より議決した。経常収入合計　￥6,011,000 経常支出

合計　￥6,011,000

（9）第７号議案　　役員の改選　なし

（10）第８号議案　その他：所管の移行及び今後の課題

2012年４月１日から、当協会の所管が内閣府から主

たる事務所の所在地秋田県に移行し、秋田県企画振興

部地域活力創造課が担当することになった。所管の移

行資料の7）社員総会決議の省略の意味が問われた。今

後の課題として、会計担当の変更、従たる事務所の存

在意義、財政強化策、組織強化策等があり、６月21日

に会計の引継ぎが秋田で行われることになった。新し

い会計担当者高橋多美子（61歳）は簿記３級を持ち、

平成５年以降老人保健施設社会福祉法人憲寿会千秋苑

で開設準備期より事務職、平成21年から介護相談員で

あったが、平成23年３月任期満了で退職。現在、定款

変更認証申請中であるが、認定NPO申請の他所管の移

行に伴う調整が今年の大仕事となることが承認された。

一方、関東地方での活動の担い手探しも緊急の課題と

なっていることが確認された。

3.3. 第9回シンポジウム「生物多様性と海の森づくり」
第9回シンポジウム
「生物多様性と海の森づくり」

幹事長　藤野修二郎幹事長　藤野修二郎

「海の森づくり推進協会」創立10周年記念として、海

の森づくり第9回シンポウムが「生物多様性と海の森づ

くり」―海の森づくりの社会貢献―のテーマの下に、

約100名の参加者を集めて、盛会裏に下記要領の通り開

催された。

【日　時】2012年6月2日（土）09：30－17：00 （～

19：00懇親会）

【場　所】東京海洋大学　楽水会館　鈴木善幸ホール

【趣　旨】日本沿岸の「磯焼け問題」は依然として改善

の兆しを見せず、沿岸域の水産資源の減少傾向は続い

ています。「海の森づくり」は海藻の増養殖手法の開

発・普及と国民の環境保全と水産資源管理意識を啓蒙

することにより、問題の解決策を探ろうとするもので

す。当協会では、2002年の創設以来、海藻の種糸斡旋

並びに共同施肥試験の実施とシンポジウムやこんぶサ

ミットなどの開催を通して、「海の森づくり」の重要性

を訴えてきました。しかしながら、海洋環境浄化や水

産資源増殖、生物多様性の増進といった長期戦略に則

った取り組み・施策への道のりは、いまだ遠い状態が

続いています。

そこで、当協会では創立10周年を記念して、目に見

える形での社会貢献に焦点を当て、「海の森づくり」に

係わる従事者が夢と希望をもって「持続可能な海の森

づくり」を進められるよう中央政府・地方自治体・企

業・団体・個人に広く訴え、「海の森づくり運動」の発

展・強化を図らんとするものです。

【目　的】「海の森づくり」による生物多様性向上の理

論と実践を浮き彫りにし、「海の森づくり」の社会貢献
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５月５日　干潟観察会

多摩川河口での干潟観察会に家族や友達と10名で参加しました。雨の後のいいお天気で、川床面から2・30cm位の

干潟の中からカニがたくさん出てきて、子供たちは大はしゃぎでした。ゴム長靴でドロドロの干潟の中をさまよい、

何種類ものカニを見つけて箱に入れ、観察しました。カニの種類などについて、主催者の先生に説明していただき、

こうやってカニなどの生物が生息することで海水がどれだけ浄化されるかの実験を見せていただいたり、ビニール袋

を海に捨てると、魚はクラゲと間違えて食べてしまい、お腹を壊して病気になってしまうなどお話を聞き、最後はカ

ニを全部海に返しました。海を守ることの大切さを実感した一日でした。

4.4. 多摩川河口干潟観察会・観音崎磯の海藻観察会 参加報告
多摩川河口干潟観察会・
観音崎磯の海藻観察会 参加報告

正会員　柳沢雪子　他
（写真提供　藤野修二郎）

正会員　柳沢雪子　他
（写真提供　藤野修二郎）

当協会からの参加者10名（須鑓家・福
原家一同は柳沢さんのご近所、藤野が
ガイド役）

環境ネットワーク・文京、地域パート
ナーシップ支援センターからの参加者、
総勢約100名

ヤマトシジミが、水質の浄化に如何に
顕著な働きをするかを大勢の子どもた
ちに見て貰った。

大きなハサミを持つベンケイガニをゲッ
トし、得意げな小学校高学年生。

が如何に重要かを国民一般に理解して貰うことを目的

とします。

【プログラム】午前の部　

総合司会：海の森づくり推進協会幹事長　藤野　修

二郎氏

09：30－09：50 受付　ビデオ「海の森づくり」（日本

水産資源保護協会提供）

10：00－10：05 開会宣言と趣旨説明　海の森づくり

推進協会代表理事　松田　恵明氏

10：05－10：40 基調講演１　生物多様性と「海の森

づくり」を考える

講師：東京海洋大学名誉教授　能登

谷　正浩氏

10：40－10：50 質疑応答

10：50－11：00 休憩

11：00－11：35 基調講演２　環境･生態系保全対策：

現在の取組み状況

講師：水産庁計画課企画班　山崎

雄一郎氏

11：35－11：45 質疑応答

11：45－11：50 事務連絡

11：50－13：30 昼休みと第11回海の森づくり推進協

会定期総会・理事会

【プログラム】午後の部

13：30－17：00 パネル討議：生物多様性と海の森づ

くり－海の森づくりの社会貢献－

司会：日本大学教授　堀田　健治氏

話題提供

１．函館市民　成田　省一氏　　

「サハリンの昆布事情と産地南茅部の昆布養殖の課

題」

２．宮城県農林水産部水産業基盤整備課　伊藤　博氏

「三陸の海藻養殖の歴史」

３．関西国際空港施設エンジニア株式会社取締役　小

林　治久氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「関西空港の藻場づくり」

４．元壱岐東部漁協長　浦田　俊信氏

「長崎県壱岐東部漁協の事例：蘇った海女の里」

５．男鹿の海　森づくり推進協議会理事　松田　惠明

氏

「秋田県新しい公共の場づくりのためのモデル事業」

６．新日本製鉄株式会社スラグ・セメント事業推進部

部長 中川　雅夫氏

「鉄鋼スラグによる海域環境再生」

15：00－15：10 休憩

15：10－16：10 パネル討議：生物多様性と海の森づ

くり－海の森づくりの社会貢献－

16：10－16：55 総合討論　会場の皆さんの御意見大

歓迎

16：55－17：00 まとめと閉会の辞　　　　

17：00－19：00 懇親会
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5月20日　観音崎磯の海藻観察会

去年に引き続き、磯の観察会に参加しました。去年は初めて参加し、海藻が何種類も自然に生息していることを観

察できたので、もっと多くの方々と共有していきたいと思い、今年は家族やお友達を誘って総勢22名の参加でした。

子どもたちが海の生き物の観察やおしばづくりなどで楽しんでくれたのがうれしかったです。来年も皆さんで行きま

しょう。

海藻観察会、実際に足だけ海につかり自分たちで海藻を見つけて、子どもたちが海や海藻、生き物、環境について

実際に興味をもってくれたことが、私は嬉しかったです。海藻が水につかると色が変わるのはびっくりと三年生の長

女は言ってました。一年生の長男は、蟹やあめふらしの生き物に興奮していました。広い海だったので、四歳の子も

安心して入れて助かりました。夫は、説明の方が子どもたちにわかりやすく説明してくれて良かったと言ってました。

我が家は品川区に住んでいますが、三浦まで車で１時間くらいでした。また是非このようなイベントに参加したいと

思います。大変楽しいイベントをありがとうございました！（岩田千鶴子さん）

自然が大好きな私は、日常の生活や山に行った時とか自然や緑を意識しており、あの木は何というかあの花は何かと

か、あの木はかっこいいとかあの花はきれいだとかかなり意識している。一方で海に関してはどうであろう。自分はど

れだけ海藻を意識した事があったかと思い起こすと海藻と言ったらワカメと昆布くらいしか知らなかった、というか意

識したことがなかった。とはいえ、海水浴や釣りに行ったりした時に遭遇する数々の海藻が在ったなという思いもあっ

た。この地球は海と陸地の比率では７：３で圧倒的に海が多く、そして見えない海の中は、未知の世界であり神秘でも

ある。陸地も海も相互のバランス。ましてや淡水が多く流れ込む海の水深ゼロメートル地帯を勉強する格好の機会であ

った。普段見落としがちな視点から接して見たかった。さて、早朝観音崎に到着すると久々に感じた海の香り。観音崎

自然博物館の河野氏は、丁寧に分かりやすく解説してくれた。やはりその道を極めているかたは違いますね。浅瀬での

海藻採種をしていくと似ているけど微妙に違う異種な海藻が多く採種出来、その後採種した海藻について丁寧に解説し

てくださった。約一時間で約30種類の海藻を採取した。今回参加し多種の海藻を勉強できました。これを機に海をもっ

と意識して見たいというか向上心が芽生えた。また、食物連鎖・自然界連鎖という目でこの異次元の世界を勉強して行

きたい。この様な機会を作ってくれた「海の森づくり推進協会」に感謝致します。（柳沢浩一さん）

次世代の主役である子供たちに自然観察と生態系への直接の触れ合い機会とその喜
びを伝えるのは大人たちの重要な責務!!

主催団体である｢環境ネットワーク・文京」の地元小学校からの参加者を含め、子
供たちの自由で豊かな感性は、干潟観察会終了後の黄色いハンカチへの発表に素直
に表現される。

観音崎自然博物館は東京湾湾口西側に
位置し、内湾と外湾がぶつかり合い、
多様な生態系をはぐくむ貴重な磯場を
形成している。

当日は、当協会の関係者のみの観察会
を特別に開催していただいた。

同博物館の主任研究員、河野えりこ氏
は豊富な経験と知識を参加した子供た
ちに分かり易く解説してくれた。

当協会の佐藤初代さん、柳沢雪子さん、
藤野幹事長がご家族・友人を誘って参
加してくれ、総勢22名となった。

自然博物館から干潮時を見定めて、隣
接するたたら浜の磯場へ、いざ出陣。

注記：観音崎周辺は東京湾集水域といわれ、その生態系・海生生物の多様性には、括目すべきものがある。沖合い数マイルの海域は水深1,500ｍの深海域が迫っており、海底からの涌昇流に
より供給される豊富なミネラルが生物の多様性をもたらすという。

触ってはいけない毒クラゲ。河野さん
から厳重注意があった。

小学校高学年の参加者は、初めての磯
場での生き物や海藻類の種類の多さに
興奮気味。

干潮時の磯場では、ヒトデやイソギン
チャクを生まれて初めて手にしてはし
ゃぐ子供たち。
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これから人類は何を食べていくのだろうか。

地球上に一生物として食べつないできた人間の現代

のたべものが、自然のものに人工的にプラスをして作

り上げたものがほとんどになって、遺伝子組換え、早

く大きく育てあげたり、類や量を増やしたりしてきた

のも、人口が増えた結果仕方のないことだったかもし

れない。しかし、完全に人工で出来上がった「いのち」

のものはどこにもなく、命は自然のなかにある。

命ある肉も魚も、鳥も地球が汚染され、そのえさが

人工的であるかぎり、半分は人工のものと化してしま

っている。どんどん自然から人工化していった時代に、

自然にこだわりたいという派は少数であったが、抗体

を強めるという点においては勝っていた。私は20代後

半より自然にこだわる派になり、海藻などは貴重な海

の草として毎日欠かせないものであったし、体を強く

保ちたい人にとっては勧めている大事な要素であった。

よく、欧州人は肉食と言われるが、欧州人も自然条

件のなかで内陸では草も思うように生えなければ、動

物に頼ってきたことはたしかであろうが、海岸よりや、

気候の温暖地域では豊富な野菜を食してきた。

しかしこのごろは人間の汚した結果は自分たちの食

として育てた牛や豚、鳥に現れはじめ、急激に海藻に

注目が注がれてきた。

わたくしは、海藻の豊富なミネラル、特にのりに含

まれるとされるEPAなどに注目し、欧州で海藻を食べ

ることを薦めてきた。特に集中的にしてきたのが３～

４年前になるだろうか。海藻がいかにミネラル豊富か、

日本の海藻食の歴史の中で日本人がいかに守られてき

たかなど講演して歩いた。オランダで効を奏してこの

ごろ、大きくメデアで取り上げられるようになった。

オランダではブランデンブルグ教授を中心に海藻の養

殖所を試験的に作りメデアを船に載せ見学させるとい

うアピールが、話題になった。ベルギーでもほっては

おかない。私の所にオランダ海藻の食べ方を取材にき

たが、私はオランダでとれるばかりでなく、クノック

の海岸においしい岩のりがあるということを知らせる

ため彼らをつれ歩いたら、大きく新聞に紹介されて、

海藻を魔法のように料理する女と書かれた。

フランスでは来年私の海藻の本がでます。ますます

海藻は欧州で食されるようにならなくてはいけないが、

はたして、福島の放射能が世界中をめぐり、今どのよ

うに他国に影響をおよぼしているかだれもいわない。

チェルノブイルにおいても欧州に多大な影響を与え

たはずなのに。

病が悪化してもそれは放射能のせいだというのは因果

関係を証明できないから、誰も言えない。福島後、日本

からのものはもうはっきり拒絶され自国でなんとかして

いこうと海藻に関しては特に用心深くなっている。

放射能に限らずよいことも悪いことも世界中を回り、

今特に福島だけの問題ではない。福島で起きたこと、

これからおきそうなことは世界中の問題なのだ。

私たちは何を食べればよいのかという重大な問題が

あり、これを解決するにはあまりにも手に負えない状

態になったので触れようとしていない気がする。

5.5. 特別寄稿特別寄稿

5.1 ヨーロッパの海藻 正会員　HUIS VAN KYOKO オオニシ恭子（ベルギー在住）

教育映画業界の仕組みは、文部科学省が選定した作

品等を同省所管の全国約600箇所の視聴覚ライブラリー

を対象に推奨・啓蒙してゆくという構図です。

その教育映画には、大別して「学校教育用」映画と

「社会教育用」映画の二つがあります。作品制作の重要

な条件として、①社会動向にピンポイントを合わせた

「シナリオ」作成、②業界を代表する監修者の選定、③

タイミングの良い企画制作等が考えられます。

その中で弊社は高木社長が東映教育映画で脚本・助

監督・監督等の経験を経て、1995年、阪神淡路大震災

の年に創設した映画制作会社です。以來、終始一貫し

て制作課題を「いのち生命」に絞り、この17年余の間、

追い求めてきました。作品の分野としては、地震、火

災、災害、交通事故、麻薬、自殺、虐待、癌等々と多

岐にわたりますが、常に「いのち生命」を課題の中心

に置きながら、映画制作を通じて、それらの抑止や防

止策等の啓発を目指して活動してきました。

今般、平成24年度「教育映画祭」において、184人の

児童全員が自力で巨大津波を生き延びた、岩手県釜石

小学校の子どもたちの物語「釜石の奇跡」をアニメー

ション映画として発表し、「文部科学大臣賞」と「最優

秀作品賞」を受賞しました。

この作品の監修者は、群馬大学の片田敏孝教授です。

片田教授は2006年から現地の小・中学校で3,000人に及

5.2 映画製作からみた「環境啓発」について 正会員　斎藤 晃顕（株式会社映学社コーディネーター）
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ぶ全児童に対し、津波避難3原則「①想定にとらわれる

な、②最善を尽くせ、③率先垂範者たれ」というスロ

ーガンの下に防災教育を徹底指導してきた方です。

「環境教育」とは、ウィキペディアによると「環境や環

境問題に対する興味・関心を高め、必要な知識・技術・

態度を獲得させるために行われる教育活動である。人間

の全体に関わる問題として、学校以外でも様々な活動が

行われている。関連する学問分野は、教育学、心理学、

医学、人類学、社会学など多岐に及ぶ。」とあります。

それらの中で弊社が注目する「環境問題」関連の課

題として「原子力はなぜ生まれてきたか～エネルギー

文明の歩み」、「どうなる？今後のエネルギー～地球環

境と原子力発電の役割」、「放射性物質の光と影～人体

への影響は？生活への影響は？」の３本と現在進行形

の「極端気象から命を守れ～竜巻・ゲリラ豪雨・大規

模地すべり」等があります。

“環境問題の啓発”のケースをあげてみると、「現在、

化石燃料による二酸化炭素や酸性雨による“地球温暖

化現象”により、海面上昇がおこり、水没の危険性の

ある小さな島々や海岸線が増えてきております。身近

な例でも南北に長い日本列島で毎年約5kmづつ海水温

度の等温泉が北上し続けていると云う観測結果が報道

されております。

二酸化炭素を排出しないもうひとつの方法が、原子力

発電です。核分裂反応によって発生する熱エネルギーに

より造られた高温蒸気でタービンを回し発電される仕組

みですから、二酸化炭素は発生しませんが、一方で膨大

な量の冷却用海水が温排水として、周辺海洋へ放出さ

れ、沿岸域の生態系への影響が懸念されるところです。

そこへ今回の東日本大震災の地震・津波の想定を超え

る影響により“福島第1原発事故”が発生し、積み上げ

てきたと思われる｢安全神話｣がもろくも崩壊し、脱原発

の潮流が全国民の間で大きな流れとなってしまいました。

原子力発電の問題点として、①原子力発電所での大

事故の危険、②使用済み核燃料最終処理施設設置場所

と方法が未決定、③大地震・津波・活断層対策等々、

国民に対してどれだけ説得力のある安全対策が担保さ

れるかが問われています。

一方、今後ますます電力エネルギー消費の拡大が予

想される中で、原子力や火力に代わる新たなエネルギ

ー開発が求められています。因みに太陽光発電、風力

発電、地熱発電、バイオマス発電などいわゆる｢再生可

能エネルギー｣の新規開発の他に、国民の日常生活にお

けるムダを省く節電対策として、エアコンの設定温度

を上げる、LED照明に変える、冷蔵庫の扉は即閉める

等、一つ一つの積み重ねが大切なエネルギー資源を有

効に使用することで可能となります。

火力発電や原子力発電、太陽光や風力などの自然エネ

ルギーによる発電は、それぞれが問題点を持っているた

め、どれか１つの方法で全てを賄うことはできません。

これからは、それぞれの長所を生かしつつ、原子力、

自然エネルギー、そして従来の化石燃料などもうまく

組み合わせることが求められています。

以上述べてきたような論点にCGや図表、各分野の専

門家へのインタビューなどを盛り込みながら視聴者へ

の啓発を心がけています。

最後に現在国民の最大の関心事は、世界有数の借金

大国への将来不安の払拭です。

それ故、200海里排他的経済水域にあるとされる未開

発のメタンハイドレートやレアメタル発掘の可能性と

いった隠れた資源の採取・発掘話は、｢海洋資源大国｣

への夢を抱かせる明るい話題です。

当協会が推進している“こんぶ種糸100ｍ運動”も、

広い範囲で我が国の排他的経済水域における｢海の時代

のパイオニア｣としての気概を持って、取り組んでほし

いと期待しております。国民が本当に知りたい情報や

知識をわかり易く伝え、我が国の将来を憂える層に訴

えることで、当協会活動へのシンパを増やしてゆくこ

とに微力ながら協力してまいります。

以上

平成22年度から、認定特定非営利活動法人としての認定を受けるための申請準備をしておりましたが、平成23年３

月の東日本大震災の影響を受け、しばらく中断していました。

今般、以下のように特定非営利活動促進法の一部改正ありました。

改正の概要

１．所轄庁の変更

２．仮認定制度の導入

当法人も、仮認定制度を利用することができるようになりましたので、平成24年度の決算が終了次第、平成23年度を含

めて２カ年分の貸借対照表および活動計算書等申請書類を纏めて平成25年に申請をすることを目標にしております。

5.3 認定NPO制度　申請の現状 監事　福田 勝次
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私達は、秋田県認証NPO法人として全国的に「海の森づくり運動」を展開しております。当協会の詳細につきまし

てはホームページ（http://www.kaichurinn.com）をご覧下さい。

NPO「海の森づくり推進協会」入会・寄附申込書

FAX 018-833-7734 海の森づくり推進協会　行き

会の趣旨に賛同していただける方は、以下をご参照の上是非ご入会下さい。

＊ この情報は会員への通信以外には使用しません。上記住所宛に郵便振込用紙を送付させて頂きます。

私は、「海の森づくり推進協会」（□会員になりたい　□寄附をしたいので、ここに申し込みます。）（該当するところをチェックして下さい。）

年　　月　　日

海の森づくり推進協会　代表理事：松田　惠明
（Tel＆Fax: 018-833-7734 e-mail：info@kaichurinn.com or matsuday2006@yahoo.co.jp）

あなたも私達といっしょに活動しませんか

１．山・川・海の健康を取り戻そう！
２．海の森づくり運動を全国に・全世界に広げよう！
３．“海藻・海草”は地球と人を救うお医者さん！

「海の森づくり推進協会」会員募集及び寄附募集のご案内

□入会申込書 □寄附申込書

望む会員の種類

現会員の種類（該当の所に
○をつけてください）

非会員、正会員、賛助個人会員、賛助団体会員、特別賛助会員、ネットワーク会員

寄附額
円

〒
住　　所

所属団体名（肩書き）

連絡先電話番号

E-mailアドレス

氏　　名

ふ り が な

FAX番号：

海の森づくり
運動の３つの
スローガン

＊入会を希望される方は、下記申込書にご記入の上FAXにてご連絡ください。ただし、年会費から一口を除いた部分は寄付として扱わせてい
ただきます。ネットワーク会員以外の会員の変更に際しては入会金は免除され、2年以上会費が未納の場合は自動的に会員資格が失効します。

会員種別

正会員（個人）

賛助個人会員

賛助団体会員

特別賛助会員

ネットワーク会員

入会金

1,000円

1,000円

1,000円

免除

免除

年会費

１口（3,000円）以上 総会に議決権を持って参加できます。

会の活動を賛助し、イベント案内や会の活動報告を
受けます。

漁協・官公庁・大学・NPO法人等

１口（1,000円）以上

１口（10,000円）以上

１口（100,000円）以上

無料

メモ
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